
ヽ1..■ご

∴
畿

策

弟

三

号

　

　

　

　

　

　

　

､

＼

町
老
人
磨
耗
賛
助
成
魚
例
の
改
廃
に
つ
い
て

唱
和
四
十
八
年
二
月
7
日
地
方
自
治
法
へ
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
泉
十
七
専
)
　
第
七

十

四

条

弟

丁

項

の

貌

走

把

ユ

タ

･

三

朝

町

老

人

医

療

費

助

成

条

例

の

改

正

の

希

求

を

受

増

し

た

の

で

､

同

法

同

条

*

1

ニ

萌

の

規

定

に

上

J

J

E

二

次

の

と

お

歩

意

見

を

附

し

て

義

金

に
付
議
す
る
｡

＼

＼

昭
和
四
十
<
年
二
月
二
十
　
7
　
日

三

朝

町

鼻

　

坂

　

鈷

　

雅

　

己

　

｢

芳
E
]
捨
八
年
葺
廿
雷
魯
泉三

朝
町
或
会
議
長
牧
田
頑



隻

町

　

老

　

人

　

密

　

群

　

費

　

助

　

成

　

条

　

例

　

改

　

鼻

　

薬

町
老
人
蛍
群
発
助
成
条
例
の
7
部
を
次
の
よ
う
に
改
廃
す
る
｡
r

l
t
.
*
二
条
第
一
頚
を
兵
止
し
次
の
よ
う
把
改
め
る
｡

(
定
盤
)

窮
〓
集
　
こ
の
条
例
に
お
い
て
T
老
人
｣
と
姓
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
を
い
う
｡

t

.

六

十

五

才

抜

上

の

者

で

､

町

内

に

住

所

を

有

す

る

も

の

｡

　

　

　

　

　

+

二
へ
身
体
鮮
嘗
者
碍
社
法
外
唱
.
&
二
十
四
年
法
律
第
二
百
<
十
三
号
)
　
に
洗
定
す
る
身
体
倖
寄

書
雫
ち
､
1
貿
竺
敢
妄
芸
虜
者
層
祉
法
施
行
免
聖
霊
二
十
五
年
霊
省

令
第
十
五
号
)
で
,
別
表
濁
五
身
拝
辞
曹
者
障
害
程
度
等
敢
表
誓
ふ
態
別
を
い
う
｡
)
把
敦

当
す
る
六
十
才
以
上
六
/
十
五
才
未
満
の
者
で
あ
っ
て
､
町
内
把
住
所
を
有
す
る
も
の
｡

三
､
疾
病
又
叱
負
膚
妃
よ
り
常
に
臥
床
し
て
お
J
P
t
t
か
つ
'
医
療
と
介
強
を
必
要
と
す
る
六
十

ヽ

才
成
上
六
十
五
才
未
満
の
者
で
あ
っ
て
､
町
内
に
住
所
を
有
す
る
も
の
｡

四
､
璽
二
条
雪
盲
準
っ
い
て
は
犬
上
才
以
圭
八
十
五
才
兼
帯
の
も
の
で
奉
っ
て
'
町
内
旺
食

/

所
を
有
す
Q
J
も
の
｡



･･靡., ヽ瞥･

こヽ

二
､
弟
三
条
把
､
爵
三
号
を
次
の
よ
う
追
加
す
る
｡

三
㌧
　
｢
は
か
｣
　
｢
き
噺
う
L
 
r
あ
ん
ま
J

三
'
轟
四
条
を
廃
血
し
､
次
の
よ
う
に
改
め
る
｡

第
四
条
　
医
療
費
の
助
成
は
'
癒
着
又
托
医
療
を
受
け
た
病
儀
砦
し
く
姓
診
療
所
又
牢
補
原
文
は

｢
は
り
｣
　
｢
き
ゆ
う
)
　
｢
あ
ん
ま
｣
を
施
点
し
た
者
(
以
下
r
医
療
機
鵬
等
｣
と
い
う
)
.
把
支
払

う
こ
と
に
よ
っ
て
行
な
う
｡

ヽ

I

良
.
上

●

　

　

　

　

■

義



･

-

∵

　

ヽ

　

●

者

　

　

　

t

r

蒜

.
も
も
a

/

I

地
方
良
治
艶
8
,
七
十
四
集
第
三
賓
由
兎
慶
に
よ
る
意
見
書

1
　
乗
鞍
を
曇
か
托
し
た
i
,
こ
れ
が
人
生
の
共
苛
で
基
本
助
な
兼
小
で
あ
･
少
､
･
是
.
 
'
こ
れ
を
群
決

l

ヽ

す

る

･

}

と

が

汲

給

の

日

額

で

な

-

て

強

を

ヰ

な

S

と

考

え

る

｡

　

　

　

　

　

　

　

一

箱
祉
社
会
を
実
策
す
る
た
め
把
は
,
医
療
の
ほ
か
根
本
的
把
多
-
の
滞
留
が
地
域
さ
れ
な
け
れ
.
ば

な
ら
潅
i
O
I
#
町
に
お
S
て
結
滞
弗
に
葛
巻
が
抄
昭
和
四
十
二
年
十
月
か
ら
老
人
藍
寮
費
の
町
費
負

担
の
細
見
を
集
施
し
て
L
 
L
た
｡
そ
の
後
歯
並
び
に
弗
も
法
制
化
し
､
本
年
言
七
十
鼓
以
上
竃
人

は
つ
い
て
･
漫
療
養
の
公
費
負
担
繊
度
が
集
鵜
巷
れ
る
こ
と
に
カ
タ
何
時
に
今
後
琴
年
強
化
漉
発
盲

れ
為
見
讃
し
に
な
つ
た
こ
と
は
壌
め
て
上
る
こ
ぼ
し
S
こ
と
で
あ
る
｡

こ
申
た
び
､
地
方
自
治
法
務
七
十
四
集
の
煮
魚
に
基
づ
い
て
老
人
医
療
費
助
成
条
例
の
改
廃
に
珊

す
る
破
鐘
清
ま
が
あ
つ
た
が
,
こ
れ
絶
つ
い
て
慎
重
把
手
義
政
射
し
た
総
菜
'
現
行
財
政
融
鹿
の
も

･
U
托
お
い
て
↓
本
町
の
渡
ら
れ
尭
財
政
力
を
も
っ
て
､
碇
ち
把
町
の
単
独
耗
費
で
'
こ
れ
を
実
施
す

る
t
A
J
A
I
繊
毛
わ
め
て
阿
藤
や
あ
る
｡
　
　
　
ノ

.
7
万
.
#
正
潮
栄
条
例
案
や
の
は
卓
､
書
ゆ
与
､
あ
ん
ま
導
で
匪
簾
行
為
に
含
r
れ
る
も
の
を
除

.
転



繋･

い
て
､
良
東
銀
倣
行
為
を
助
成
の
対
象
と
す
溝
こ
と
は
'
.
V
符
蕗
廉
体
系
の
も
と
把
お
い
て
紘
そ

の
実
滝
が
歯
ま
で
あ
′
る
.

■

以
上
の
窟
由
紀
よ
り
'
付
鎖
し
た
ー
町
乗
A
厚
東
貴
泳
威
勢
弟
蟹
廃
業
j
陀
つ
い
て
枕
許
虎
で
き

な

い

｡

　

　

･

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

･

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

今
後
､
回
虫
上
び
県
に
お
け
る
寿
,
<
医
務
費
公
費
魚
轟
感
度
の
拡
充
強
化
を
期
待
す
る
と
と
も
に

町
把
お
い
て
も
､
す
べ
て
の
老
人
が
心
身
と
も
托
せ
康
で
､
上
身
豊
か
七
生
卓
が
S
の
あ
る
生
乳
を

選

る

A

J

と

が

で

竜

る

よ

う

､

こ

れ

が

施

兼

肥

つ

い

て

T

潜

の

奔

ガ

を

S

た

し

た

A

.

　

　

∴

毛
､
地
方
自
治
法
務
七
十
四
条
空
l
表
の
＼
親
愛
妃
上
身
意
見
を
付
す
る
を

臓

勅

四

十

八

年

二

月

二

十

7

日

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

耕

＼

三

朝

町

長

　

　

現

　

　

出

　

　

g

､

己

＼

r


